








はじめに 

 あらゆる障害と同じく聴覚障害も,早期発見がその療育体系の重要な基礎となる。しかし,

重度障害児の場合,反応の表出が乏しく,自覚的な聴力検査の実施が困難なこともあって,

聴覚障害の療育体系から漏れていることが多いのが現状である。重度児に対する聴能言語

的アプローチについては,それ自体重要な課題であるが,まず,障害の発見方法を確立する

ことが必要と考えられる。 

 本報告では,当センターで実施してきた ABR検査のデータをまとめ,障害児の ABR 域値の

実態を示し,ABR 域値から聴力を推定することの妥当性についても検討を加えることにす

る。 


